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‘

だ

の内

功助

を

竃
議
繊
蹴
縄
‥
擾
懸
蒜
饒
難

す
。
　
　
　
　
　
殿
方
が
理
解
し
、
協
力
す
る
思
、
’
や
り
一
婦
を
助
け
る
大
き
な
力
と
な
る
わ
け
で

　生
活
改
善
と
云
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
主
婦
の
願
い
も
達
一
女
の
す
る
仕
事
も
、
殿
方
も
す
る
べ
き

　
　
　
　
　
　
　成
せ
ら
れ
、
朋
る
い
、
蓬
の
フ
ン
±
で
あ
つ
て
．
こ
れ
が
副
の
功
だ
患

え
ば
、
す
ぐ
’
カ
I

マ
ド
の
改
善
を
思
キ
が
っ
く
ら
れ
’
す
ぺ
て
の
面
に
能
率
：
い
ま
す
o

い
出
し
ま
す
が
’

一
時
の
流行
で
’

何
時
の
間
に
か
’

た
ち
消
え
た
よ
う
一
こ
の
仕
事
は
男
が
や
る
べ
き
だ
と
云
う

で
す
。

事
で

あ
り
ま
t
s
k
’
　
m
本
人
の
家
慶
講
竃
鷲

が
あ
が
る
の
で
は
な
s
か
憲
い
ま
旦
霧
で
は
、
こ
の
a
s
s
c
な
精
欝
な

　
日
本
人
だ
け
の
、
き
ま
り
で
は
な
い
l
改
革
が
、
最
も
生
活
改
善
を
お
し
す
A

か
と
思
い
ま
す
が
’
こ
の
仕
事
は
女
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
る

上
に
大
き
な
力
と
な
る
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

蝿
躍
』
貯
金
増
加
な
ど
決
議

認
聾
鵠
鋳
曙
　
　
露
総
代
会
ひ
ら
く

日
本
の
婦
人
程
、
難
儀
を
す
る
者
は
な
大
根
占
町
農
協
に
於
て
は
去
る
八
月
二

い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
十
七
日
町
葉
煙
草
牧
納
所
で
午
前
十
時

こ
れ

は
、
蓬
で
の
焚
の
地
位
塞
か
ら
歪
霧
高
総
袋
を
開
催
し

霧
の
藷
改
譲
、
す
べ
て
の
旦
渠
か
ま
し
い
と
こ
ろ
は
な
い
患
い

い
と
串
し
ま
す
か
、
誠
に
婦
人
は
起
床
｝
た
が
組
合
事
薬
の
好
転
と
共
に
総
代
の

か
ら
、
就
寝
す
る
ま
で
、
u
t
s
に
逼
墨
黍
良
く
極
め
て
き
や
か
募

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

れ
、
食
事
の
瀬
備
に
始
り
’
せ
ん
た
く
一
囲
気
の
も
と
に
建
設
的
な
意
見
が
多
く

子
供
の
世
話
、
工
環
塊
の
整
理
か
ら
農
業
一
盛
会
に
終
了
し
た
、

異

郷

の

地

に

十

五

年

村
山
隼
人
氏
蹄
る

町
出
身
の
村
山
隼
人
さ
ん
（
三
七
オ
町

公
民
館
村
山
仲
助
氏
長
男
）
は
十
荒
年

ぶ
り
、
辛
苦
の
抑
苗
生
活
か
ら
解
放
さ

れ
て
帰
国
、
八
月
五
H
鹿
児
島
茜
の
列

車
で
郷
土
人
り
し
か
。
病
気
の
た
め
、

当
日
の
主
な
る
決
譜
事
項
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

一、

組
盒
爵
を
大
巾
に
u
a
l
し
た
こ

と
。二
、
昨
年
の
菖
の
組
倉
叢
霧

　
の
最
底
を
一
俵
三
百
円
と
レ
た
こ
と

　
（
平
均
三
H
四
円
）

三
、
組
合
共
済
事
業
（
生
命
、
建
物
保

険
）
の
契
約
目
標
を
l
r
l
’
五
〇
〇
万

円
に
引
上
げ
た
こ
と
（
当
初
計
画
六

8
万
損
在
蚕
一
、
三
〇
〇
万

円
）

直
ち
に
鹿
大
附
属
病
院
に
入
院
し
た
が

本
釜
議
長
坂
元
助
役
外
の
出
迎
え
を
受

け
r
町
民
は
じ
め
国
民
の
み
な
さ
ま
の

御
援
助
で
無
事
帰
る
ご
と
が
で
き
感
謝

の
外
あ
り
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
く
元
気

遭
に
な
つ
て
御
芳
志
に
報
い
た
い
と
思
い

ま

す
が
’
ま
だ
残
つ
て
い
る
友
逮
も
居

り
ま
す
の
で
こ
の
上
と
も
未
帰
還
者
の

帰
国
に
つ
い
て
お
力
添
え
を
お
願
い
し

ま
す
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
も
よ
ろ
し

く
お
伝
ヌ
下
さ
い
」
と
語
つ
て
い
る
。

な
お
間
氏
は
病
状
も
快
方
に
向
い
退
院

も
間
近
い
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

一

（写
冥
左
か
ら
1
］
人
目
隼
人
さ
ん
、
右

端
は
仲
助
氏
、
鹿
大
病
院
に
て
）

養
、
修
養
の
三
要
竃
ザ
充
分
平
均
が
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

れ
た
時
に
、
生
活
改
梼
の
使
命
が
遠
成
一

さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
こ
れ
に
よ
つ
て
’

は
じ
め
て
人
聞
ら
し
い
、
豊
な
生
活
が
，

出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
．

　
近
く
生
活
改
鞠
丹
及
員
の
指
導
を
口

ぐ
計
画
を
た
て
て
鵯
り
ま
す
が
、
農
村
．

と
し
て
は
、
演
字
、
偲
煮
の
作
り
方
よ

の
も
、
ど
う
す
れ
ば
’
共
同
炊
事
、
栄

養
の
改
善
、
保
胃
階
の
設
償
、
作
業
衣
．

の
H
夫
等
が
農
蒙
に
理
解
さ
れ
、
実
獲

出
来
る
か
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
り
一

ま
せ

ん
。
　
　
　
　
　
　
一

た

難
霞
鍵
讐

。

思
い
ま
す
。
ー
…
－
一

　
　
　
　
（
馨
課
吉
元
美
水
）
　
．

四
、
組
合
s
c
金
の
　
I
、
　
O
o
o
万
円
の

　
増
加
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
。

　
（七
月
末
実
績
は
昨
年
よ
り
六
〇
〇

　
万
円
好転
）

五
、
本
年
度
出
資
金
を
十
1
月
末
ま
で

　
完
遂
す
る
こ
と
（
甘
賭
十
俵
宛
）

六
、
国
及
県
の
援
助
措
紺
が
得
ら
れ
る

　
こ
と
に
内
定
し
た
の
で
之
を
契
機
に

　
益
々
再
建
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
（

　
十
月
申
旬
予
定
の
臨
時
総
会
に
は
全

　
員
出
席
す
る
こ
A
J
o
　
）

pu’　
1
月
か
ら
七
月
ま
で
の
肥
料
価
格

　
を
硫
安
ハ
四
〇
円
尿
素
八
1
0
円
に

　
決
定
し
た
の
で
燈
額
の
還
元
を
実
施

す
る
こ
と
。

尚
組
合
の
事
業
成
績
は
昨
年
同
期
に
比

較
し
て
1
1
1
1
1
1
万
余
円
の
好
転
を
来
し
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

日

一一・

－9月15日＝
とし1よりの

九
月
＋
吾
は
「

と
し
よ
り
の
日
」

で
す
。
ま
た
＋
五

日

か
ら
l
l
十
一
日

ま
で
を

「と
レ
よ

り
の
福
祉
週
間
」

と
し
て
全
国
的
に

“
と
し
よ
り
”
を

い
た
わ
る
い
ろ
い

ろ
の
催
し
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
つ

て
い
ま
す
。

ご

家
庭
で
も
こ
の

期
間
中
は
祖
先
の

墓
参
り
を
し
た
り

と
し
よ
り
を
中
心

に
し
た
行
事
を
行
う
と
か
し
て
家
申
そ

ろ
つ
て
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
を

な
ぐ

さ
め
る
二
と
に
い
た
し
ま
し
よ
う

な
お
町
で
は
数
へ
年
九
O
オ
以
上
の
老

人
に
記
念
品
を
お
く
り
，
ま
た
部
落
婦

人
会
な
ど

で
も
敬
老
会
な
ど
の
催
し
を

す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
e

※
　
満
九
〇
オ
以
上
の
高
令
者

平
原
　
つ
る
　
交
久
ご
年
生
れ

　
九
四
オ
三
ケ
月
　
皆
倉

大
山
　
順
恵

交
久
三
年
生
れ

九
l
l
l
オ
五
ケ
月
神
之
垂
区
e

宇
都
ス
エ
元
治
元
年
生
れ

　
九
一
オ
九
ゲ
月
　
木
原

　
　
ヰ
谷
脇
　
エ
ダ
　
慶
応
二
年
生
れ

田
で

州

別
蕉
9
現
基本選拳人名簿をつくります
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毎
年
九
月
十
五
日
現
在
で
『
基
本

選
挙
人
名
簿
』
を
作
る
こ
と
に
な

つ
て

い

ま
す
。
こ
の
名
簿
に
登
録

さ
れ
な
い
と
国
民
の
選
挙
す
る
権

利
を
行
使
で
き
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

選

挙
管
理
委
員
会
で
は
九
月
中
に

「
基
本
選
挙
人
名
簿
に
登
録
す
べ

き
人
の
名
簿
」
を
作
り
十
月
十
日

か
ら
二
十
日
ご
ろ
ま
で
部
落
長
に

送

り
、
調
査
確
認
す
る
こ
と
に
な

つ
て

い

ま
す
か
ら
、
と
く
に
こ
の

一
年
間
住
所

を
移
し
た
人
、
新
し

く
選
挙
権
が
あ
る
こ
と
に
な
る
人

な
ど
は
部
落
長
に
申
出
て
た
し
か

め
て
下
さ
い
。

こ
の
基
本
選
挙
人
名
簿
に
登
球
さ

れ
る
人
は

ー
、
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

2
、
昭
和
十
一
年
十
一
一
月
二
十
日
ま
で
に
生
れ

突
3
、
昭
和
三
十
一
六
月
十
六
目
以
前
か
ら
引
つ

　
づ
き
大
根
占
町
に
住
ん
で
い
る
人

と
い
う
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
o

◎

こ
の
基
本
選
挙
人
名
簿
は
十
月
中
に
調
製
し
、

　
十
1
月
五
日
か
ら
十
五
日
間
役
場
で
縦
覧
に
供

　
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

　
　
　
◎
　
　
　
◎

　
　
　
注
　
　
意

今
度
作

る
「
基
本
選
挙
人
名
簿
」
は

十

二
月
二
十
日
以
後
に
行
わ
れ
る
選

挙
に

使

う
こ
と
に
な
り
ま
す
o
そ
れ

以

前
に
選
挙
が
あ
る
と
き
は
、
七
月

の

参
議
院
議
員
選
挙
に
使
つ
た
名
簿

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

七
月
の
名
簿
で
洩
れ
た
人
、
新
に
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

◎

◎

◎

挙
権
を
取
得
し
た
人
は
’
申
肩
に
よ

◎

◎
つ
て

補
充
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
o

も
し
も
、
十
二
月
二
十
日
以
前
に
選

挙
が
行
わ

れ

る
と
き
は
’
こ
の
よ
う

な
人
は
気
を
つ
け
て
必
ず
登
録
申
請

を

す
る
こ
と
に
し
ま
し
よ
う
。

大
根
占
町
選
挙
管
理
委
員
会

5
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　　第
四

次

自
衛
官
募
集

　
　
　
　
　
　
　　　

申

込

は

12

月
1
5
日
ま
で

九
月
1
日
か
ら
第
四
次
自
衛
官
募
集
受
合
は
要
請
に
応
じ
て
出
動
し
て
災
害
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

騨霞
聾
顯
の
霧
蟻
轟
霧
麹

先
づ
自
衛
隊
は
ど
う
云
う
目
的
の
為
一
が
あ
り
ま
す
の
で
日
常
は
こ
の
任
務
を

に
っ
く
ら
れ
日
常
ど
う
云
う
事
を
し
て
　
連
成
す
る
為
に
必
要
な
教
育
訓
練
が
実

い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
　
施
さ
れ
る
訳
で
す
。

闘
難
難
鍵
熟
曙
簸
詩
綜
縫

国
を
防
衛
し
必
要
に
応
じ
て
国
内
の
秩
一
り
1
l
l
g
e
ま
で
と
一
時
よ
り
五
時
ま
で

序
の
維
持
に
当
た
る
た
め
つ
v
ら
れ
た
［
は
訓
線
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
最
初
は
二
士
と
し
て
入
隊
し
ま
す
が

食
事
、
被
服
は
全
部
無
料
で
月
に
六
千

円
つ
つ
も
ら
え
ま
す
、
此
の
外
に
扶
養

家
族
の
あ
る
人
は
扶
養
手
当
が
交
給
さ

万
ま
す
。

　
次
に
自
衛
隊
の
墓
集
に
つ
い
て
串
上

丁
蕗
、
只
三
警
の
拳

一で
次
の
方
が
受
験
出
来
ま
す
。

一、

資
格

　
目
本
国
民
で
昭
利
七
年
三
月
二
日
か

一

ら

昭
和
十
四
年
三
月
一
日
ま
で
の
間
に

的
露
、
間
欝
侵
略
e
て
わ
が
藍
頓
馨
な
差
蓼
せ
、
八
豊
生
れ
薯

も
の
で
す
」
従
つ
て
譲
の
露
が
あ
諄
以
後
は
畠
篇
で
す
の
で
董

つ
た
場
合
は
之
を
排
除
し
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
外
出
し
た
り
、
自
分
の
好
き
な
勉
強

ら
な
い
し
叉
、
災
害
な
ど
が
あ
つ
た
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　．

や
運
動
を
し
た
り
総
て
自
由
に
出
来
る
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
九
O
オ
四
ケ
月
　
旭
町
　
　
　
　
　
．
訳
で
す
、
で
す
か
ら
夜
聞
の
高
等
学
校
［

野
間
三
次
郎
慶
応
二
年
生
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
九
〇
オ
三
ケ
月

　
皆
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
t

な
お
八
c
オ
以
上
の
と
し
よ
り
は
、
男
一
日
懸
は
休
業
に
な
り
ま
す
の
で
交
替
で

四
三
人
女
五
一
人
で
、
人
口
千
人
当
り
「
外
泊
も
出
来
る
訳
で
す
。

狸
、
　
P
〈
“
K
’
六
人
。
な
つ
て
い
ど
雛
譲
霧
難
竺

夜
間
の
大
学
な
ど

に
行
つ
て
勉
強
す
る
．
手
を
添
え
て
町
役
場
に
提
出
下
さ
い
o

隊
員
も
あ
り
ま
す
、
叉
土
曜
の
午
後
と
｝
四
、
試
験

．

’

　
へ
局
ム
便
l
る

郵
チ
終

優勝栄冠
・ 　　野球大≦

「
既
報
」
町
体
協
主
催
｜
ツ
に
　
’
て
」
の
自
覚
Φ
下
に
本
大

課藩
晶
鍵
繋
嬬
鐘
蕪
ピ
籠

四島
に
わ
た
・
詔
ぼ
今
や
大
根
、
口
町
窒
掃
。
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
だ
。

チ
－
ム
実
に
二
十
、
観

衆
延
約
二
千
人
を
集
め
前
記
冑
年
団
の
参
加
は
農
村
と
ス
ポ
－

て
・
奨
に
譲
を
繰
ッ
髭
的
隔
り
を
せ
ば
め
る
に
K
S
に

り
ひ
ろ
げ
・
町
内
外
野
役
立
つ
も
の
と
云
え
ま
し
よ
う
。

球

フ
ア
ン
の
血
を
沸
か
⑪
⑪

せ
た
。
結
果
は
1
1
1
．
W
勝
町
体
協
で
は
さ
き
に
野
球
大
会
を
開
催

を
予
想
さ
れ
た
営
林
署

　⑪
⑪
⑳
0
0
0
⑪
⑪
⑪
0
0
⑪
Φ
⑤
Φ

は
準
決
勝
で
大
神
小
中
チ
ー
ム
に
降
り

li年
連
続
し
て
優
勝
戦
ま
で
駒
を
進
め

な
が
ら
惜
し
く
も
長
蛇
を
逸
し
続
げ
て

き
た
郵
便
局
チ
ー
白
が
大
神
小
申
を
六

点
の
寿
で
破
つ
て
宿
願
の
優
勝
旗
を
か

く
と
く
し
た
。

ご

4
に
郵
便
局
チ
ー
ム
の
健
闘
に
賞
護

の
拍
手
を
贈
る
と
と
も
に
優
勝
に
心
か

ら

の
祝
福
を
捧
げ
た
い
。

来
年
度
は
各
チ
ー
ム
と
も
’
さ
ら
に
技

の
向
上
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
希
望
し
た

い
、
本
大
会
を
顧
み
て
と
く
に
魅
し
か

つ
た
こ
と
は
厚
ケ
瀬
、
神
の
浜
鳥
浜
冑

年
団
な
ど
の
彷
く
鼻
村
の
冑
年
が
「
農

村
生
摺
交
化
の
向
上
は
ま
ず
健
全
ス
ポ

⑱⑪⑪⑪⑪⑪③⑪⑭

体

協

だ
゜
よ
り
⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑭⑪⑪

⑪
0
⑭
凹
⑭
0
⑪
⑪
0
⑳
⑪
⑪
o
o
O

じ

て
極
め
て
盛
大
に
終
了
し
た
が
引
続

き
テ
ニ
ス
、
卓
球
、
バ
レ
ー
大
会
を
次

の
と

お
り
開
催
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

町
民
皆
様
方
多
数
の
御
観
戦
を
希
認
致

し
ま
す
。

　
大
会
開
催
要
項

ア

ス

一、
日
時
九
月
十
六
日
午
前
九
時

二
、
場
所
　
高
校
コ
ー
ト
゜

Ill’
競
技
内
容

　
紐
目
　
団
体
個
人
職
場
対
抗

　
チ
ー
ム
担
成
　
l
チ
ー
ム
1
1
1
s
u

　
賦
合
方
法
　
優
勝
戦
だ
げ
を
七
回
と

　
　
　
　
　

す
る

　
　
　
　
九
月

二
十
一
二
日
午
罰
九
時

　
　
　
　
大
根
占
小
学
校
聾
一

三
、
競
技
内
容

　
○
種
目
　
　
団
体
五
名
一
組

　
o
チ
ー
ム
編
成
職
場
対
抗

IE
球
一

一、
日
時

11、
会
場

○
試
合
方
法
テ
ン
ゲ

　
　
＿
ム
の
三
セ
ツ
ト

川
バ
レ
ー
一

l’
日
時
　
九
月
ご
十
1
1
i

　
　
日
午
前
九
時

1，
会
揚
　
大
根
占
小
学

　
　
校
々
庭

一、

競
技
内
容

後
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ

※
試
盒
編
希
望
者
は
早

急
に
公
民
館
内
体
協
事

務
係
宛
お
串
込
下
き
い

バレtテニス．卓球
　　盛沢山九月の計画
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≡
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H
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t
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t
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l
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H
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I
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＝
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獺謹
紳
田
重
信
氏
渡
米

　
　
　
　
　

　
　
十
九
日
忽
田
空
港
を
出
発

本
町
か
ら
北
米
契
約
移
民
第
一
号
と
し
決
り
、
八
月
1
I
十
六
日
大
根
占
を
出
発

て
神
田
重
信
氏
（
日
本
通
運
勤
務
）
が
、
こ
の
九
月
十
九
日
、
羽
田
室
港
発
の

W疹

隊
員
、
防
衛
大
学
校
学
生
、
　
操
縦
学

生
、
麟
部
候
禰
生
、
そ
の
他
の
募
集
が

実
施
さ
れ
ま
す
か
ら
受
験
し
よ
う
と
思
一

一

日
航
機
で
渡
米
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

一る
。
　
神
田
氏
は
、
本
町
の
名
誉
の
為
に
、

負
荷
さ
れ
た
大
任
を
果
す
べ
く
、
頑
張

つ
て
来
ま
す
，
と
力
強
い
決
意
の
程
を

語
つ
て
い
る
。

わ
れ
る

万
ば
役
場
総
務
課
に
お
尋
ね
下

さ
い
。

　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

二
、

受
付
期
間

　
九
月
1
日
か
ら
十
1
1
月
十
五
日
ま
で

三
、
志
願
手
続

　
志
願
者
は
町
役
揚
（
支
所
）
か
ら
志

璽
二
豊
受
け
努
ど
れ
に
所
竺

頚
歪
確
能
入
し
た
う
え
五
円
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　l

　
昭
和
三
十
二
年
一
月
十
八
日
か
ら
l

月
三
十
1
日
ま
で
の
間
に
行
い
ま
す
。

五
、
そ
の
他

　
九
月
申
旬
に
入
⑳
ま
す
と
少
年
自
衛
．

流汗40日の奉仕作業
水公民舘新築落成

　
私
逮
は
神
田
氏
が
常
に
愛
郷
の
念
に

燃
え
帰
瑚
後
も
、
本
町
の
産
業
振
興
に

よ
き
助
言
者
と
し
て
、
ま
た
後
躍
の
移

民
宿
導
に
、
御
尽
力
下
さ
る
事
を
信
じ

神
田
氏
の
幸
福
と
御
健
斗
を
心
か
ら
御

祈
リ
ォ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
希
望
者
も
す
で
に
、
1
1
1
十
名
に
逮
し

時
機
の
到
来
を
、
首
●
長
く
し
て
、
待

ち
焦
れ
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
し
て
，

今
後
も
l
層
、
青
年
の
夢
を
実
現
さ
せ

て
や
る
べ
く
、
希
望
者
と
共
に
、
移
民

運
鋤
を
展
關
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
o
尚
苗
守
を
預
る
者
は
、
神

田
氏
を
激
励
す
る
意
味
か
ら
も
、
又
郷

土
の
希
望
者
を
一
人
で
も
多
く
、
現
地

に
送
り
こ
む
上
か
ら
も
、
通
信
連
絡
を

密
に
し
て
、
移
民
の
道
を
開
拓
し
て
戴

き
度
い
と
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

池
田
校
区
、
安
永
部
落
で
は
、
こ
の
ほ

ど
部
落
公
民
館
を
新
築
、
そ
の
落
成
祝

賀
式
を
八
月
二
十
五
日
挙
行
し
た
。

安
永
部
落
は
戸
数
一
三
、
人
口
八
五
人

の
こ
じ
ん
ま
り
し
蕎
落
で
あ
る
が
，

割
合
に
耕
地
に
恵
ま
れ
、
三
〇
年
度
は
－

煙
草
だ
け
で
三
〇
六
万
円
を
あ
げ
て
お

り
堅
実
な
経
営
ぶ
り
を
み
せ
て
い
る
o

公
民
館
は
十
七
坪
の
堂
々
克
る
も
の
、

昭
和
二
十
五
年
か
ら
準
備
を
開
胎
じ
、

各
戸
四
十
日
以
上
の
労
力
奉
仕
を
し
て

完
成
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
写
真
は
そ
の
公
民
館
）

’
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ト
戸
窒

汀
対
一冬
料

；

レ

ン

チ
サ
イ
ロ
で

牛
も
豚
も
ま
る
く
肥
る

一　
　農
繁
期
も
終
り
ほ
つ
と
一
休
み
す
る
間
も
な
く
農
家
に
と
つ
て
は
次
の
計
画
が
待
つ
て
居
　
一

一　
り
ま
す
。
皆
様
も
御
存
じ
か
と
は
思
い
ま
す
が
大
部
分
の
牛
馬
は
冬
の
間
に
青
草
が
な
い
た
　
一

一　
め
素
藁
の
ド
ブ
飼
い
に
な
り
や
す
く
、
素
質
の
良
い
牛
馬
も
体
形
が
く
ず
れ
て
し
ま
い
ま
す
　
｝

｝　
の
で
、
他
の
先
進
地
に
遅
れ
改
良
も
で
き
な
い
の
で
’
み
す
み
す
損
を
致
し
て
居
り
ま
す
。
　
　

　　
　
冬
期
飼
料
と
し
て
は
乾
草
の
製
造
、
で
き
る
だ
け
良
質
の
、
尺
以
下
の
草
を
刈
り
ニ
ー
1
1
1
　
l

一　
日
で
隔
製
し
て
保
存
し
て
お
き
ま
す
。
次
に
今
月
よ
り
来
月
に
か
け
て
サ
イ
ロ
づ
め
の
時
期
　
｛

｝
で
す
の
で
サ

イ
レ
ー
ジ
の
傷
方
を
お
智
せ
し
ま
す
・
　
　
　
　
　
　

”
c
●
”
”
”
’
－
’
“
’
”
4
c
”
…
8
．
．
3
次
…
3
・
・
1
8
2
3
．
・
3
．

サ
イ
ロ
の
清
毒
1
1
品
質
の
艮
い

サ
イ
レ
ー
ジ
を
作
る
に
は
、
詰
め
込
み

前
に
サ
イ
ロ
の
消
毒
を
良
く
す
る
事
が

条
仲
の
1
つ
で
す
。

先
づ
内
面
を
「
タ
ワ
シ
」
で
ゴ
シ
ゴ
シ

洗
つ
て
か
ら
石
灰
乳
（
生
石
灰
百
匁
十

水
二
升
位
の
割
合
を
ぬ
り
ま
す
（
第
一

）
図
内
壁
が
ザ
ラ
ぐ
で
去
年
サ
イ
レ

ー
ジ
が
、
「
カ
ビ
」
た
サ
イ
ロ
は
水
洗

い
し
て
か
ら
、
フ
オ
ル
マ
リ
ン
の
蒸
気

消
毒
を
し
て
下
さ
S
。

フ
オ
ル
マ
リ
ン
消
毒
は
材
料
を
詰
め
6
．

＄
日
に
行
い
ま
す
。
サ
イ
ロ
は
水
洗
い

し
た
後
r
フ
オ
ル
マ
リ
ン
約
半
ポ
ン
ド

と
一
合
八
勺
の
水
を
ま
ぜ
、
鉄
ナ
ベ
に

入
れ
て
弱
火
に
し
た
コ
ン
ロ
に
か
け
（

第
二
図
）
サ
イ
ロ
の
上
に
は
、
木
の
フ

タ
を
し
温
床
紙
か
。
新
聞
紙
を
の
せ
石

で
オ
モ
シ
を
し
申
の
蒸
気
が
逃
げ
ぬ
よ

う
に
し
、
一
晩
そ
の
侭
に
し
て
お
き
ま

す
（ビ
ニ
ー
ル
覆
で
も
よ
し
）

サ
イ
ロ
の
な
い
方
は
ト
レ
ン
チ
サ
イ
ロ

を

お
す
す
め
し

ま
す
。
こ
れ
は
素
堀
の

サイロのフオルマリン消毒

木のブタに新閣紙をのせ石
のせておさ元、る

②

サ
イ
ロ
の
事
で
あ
り
ま
す
が
t
現
在
サ

イ
ロ
用
ビ
ニ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
の
で
、

特
に
養
豚
屡
家
は
庭
先
に
穴
を
掘
り
，

貯
蔵
す
る
様
に
し
て
下
さ
い
（
作
り
方

第
三
図
1
第
五
図
）
つ
ま
り
第
1
1
1
図
の

よ
う
な
穴
を
掘
り
第
四
図
の
サ
イ
ロ
用

ビ
ニ
τ
ル
を
し
き
ご
み
’
材
料
を
つ
め

た
ら
第
五
図
の
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
の
覆

を
し
、
そ
の
上
に
ム
シ
ロ
を
の
せ
土
を

も
り
ま
す
。
ト
レ
ン
チ
サ
イ
ロ
は
角
型

に
ず
る
の
が
普
通
で
、
サ
イ
レ
ー
ジ
を

取
り
出
す
と
き
に
は
普
還
の
サ
イ
ロ
の

様
に
’
上
か
ら
取
出
さ
ず
第
六
図
の
よ

う
に
一
方
の
は
し
だ
け
フ
タ
を
と
り
、

後
は
横
に
と
つ
て
行
き
ま
す
。
角
型
の

外
に
円
型
が
あ
り
ま
す
が
こ
れ
は
澱
粉

粕
等
に
使
用
す
る
方
が
便
利
で
す
o

結
諭
と
し

て
ト
レ
ン
チ
サ
イ
ロ
に
は
縦

に
深
く
横
に
長
く
致
し
、
充
分
な
踏
み

込
み
と
穴
の
壁
を
て
い
ね
い
に
平
に
掘

り
上
げ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

普
通
の
サ
イ
ロ
も
上
面
に
ビ
ニ
ー
ル
の

カ
パ
ー
を
し
て
お
く
と
カ
ビ
が
生
え
な

1〕石灰7Lのつくり方

刀
蒸

サイロ用ビニール

く
て
良
い
で
す
。

養
豚
養
鶏
盤
蒙
は
円
形
ト
レ
ン
チ
サ
イ

ロ

を
使
っ
て
，
イ
モ
ヌ
カ
サ
イ
レ
ー
ジ

を
奨
励
致
し
ま
す
o
イ
モ
は
「
す
り
つ

ぶ
す
」
か
切
干
し
機
（
俗
称
コ
ツ
パ
機

）
に
て
薄
く
切
り
ま
す
。
す
り
つ
ぶ
し

た
イ
モ
は
二
割
位
麦
糠
を
ま
ぜ
ま
す
。

薄
ぐ
切
つ
た
イ
モ
な
ら
ば
出
来
る
だ
け

す
き
聞
な
く
平
に
つ
め
込
む
よ
う
に
し

な
が
ら
’
イ
モ
の
一
－
二
割
の
米
糠
（

麦
糠
も
よ
い
）
を
、
ふ
り
か
け
軽
く
ふ

ん
で
室
気
を
追
い
出
し
ま
す
。
あ
と
は

ビ
ニ
ー
ル
の
カ
’
〈
・
－
－
を
し
ム
シ
ロ
を
か

け
で
圭
も
り
し
て
お
け
ば
、
春
ま
p
良

い
サ
イ
レ
ー
ジ
を
与
え
ら
れ
ま
す
。

和
牛
、
馬
農
繁
期
に
お
と
ろ
え

た
体
力
の
回
復
を
す
る
よ
う
充
分
飼
い

こ
み
ま
し
よ
う
。
日
中
の
使
役
ぱ
過
労

に
な
ら
ぬ
よ
う
気
を
つ
け
r
朝
タ
涼
し

い
中
に
充
分
能
力
を
発
揮
し
日
光
の
直

竃
賢
翼
緬
W
酵
坐

い
時
に
は
の
み
水
r
食
塩
を
多
く
し
、

水
一
斗
に
つ
き
大
サ
ジ
I
N
I
I
杯
の
重

曹
を
入
れ
て
飲
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
畜
舎

も
遜
風
を
良
く
し
蒸
し
暑
く
な
ら
ぬ
様

に
し
、
熱
射
病
を
予
防
致
し
ま
し
よ
う

山
羊
、
め
ん
羊
腰
麻
陣
の
第

11回
予
防
注
射
を
必
ず
致
し
ま
し
よ
う

ま
た
山
羊
め
ん
羊
は
冬
期
に
乾
草
を
与

え
る
と

成
績
が
良
い
し
木
の
葉
の
乾
い

た
も
の
で
も
良
い
で
す
が
、
特
に
ハ
ギ

ク
ズ
、
ネ
ム
、
山
ザ
ク
ラ
等
の
木
の
葉

を
乾
し
て
お
き
ま
す
。
九
月
N
十
月
に

な
つ
て
か
ら

の
木
の
葉
は
、
タ
ン
ニ
ン

が
多
く
な
り
消
花
に
悪
い
の
で
、
早
目

に
作
り
ま
し
よ
う
e

豚

暑
さ
を
防
ぐ
こ
と
に
力
を
入
れ

て
下
さ
S
。

回
虫
　
発
育
不
振
、
食
慾
不
振
も
豚
舎

の
掃
除
と
乾
操
に
注
意
す
る
こ
と
に
よ

り
’
そ
う
と
う
防
ぐ
こ
と
が
で
き
発
育

は
早
く
な
り
ま
す
。

中
豚
は
草
を
そ
う
と
う
食
は
せ
（
体
重

の
1
而
ま
で
や
つ
て
良
い
）
　
濃
厚
飼

料
に
は
必
ず
ナ
ー
リ
ン
を
混
ぜ
な
い
と

石
灰
不
足
、
酸
中
毒
に
な
り
や
す
く
発

育
が
お
く
れ
ま
す
。

中
豚
の
ハ
ダ
が
白
く
な
り
背
申
に
黒
い

ニ
チ
ヤ
ニ
チ
ヤ
し
た
汚
い
ア
ブ
ラ
が
r

た
ま
る
の
は
草
と
石
灰
の
不
足
で
す
、

来
月
に
お
産
す
る

母
豚
で
は
魚
粕
、
大

麗
粕
な
ど
良
質
な
蛋
白
質
飼
料
を
与
え

栄
養
を
良
く
し
て
お
き
ま
し
よ
う
。

※
家
畜
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

　
　
　
　
　
　
　
　
共
済
組
合
の
家
畜
診
療
所
へ

ぱ
ジ
る
　
　
　
　
　
：

トレンチサイロの穴ほりの一例

細長くてを狭く壁は平にほる

③
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昨
年
の
作
柄
に
お
よ
ぱ
ず

コ　　　　　　　　　　　　　　　ユ

｝葉たばこ｛

撒
八
二
〇
〇
円
程
度
か

　
本
年
の
煙
草
作
は
，
天
候
一
昨
年
は
反
当
一
八
八
K
で
あ
つ
た
が
今
j

に璽
れ
て
今
き
の
亘
年
竺
皇
K
震
と
み
嵩
、
蓑

I
録
を
更
新
す
る
も
の
と
、
」
の
目
標
二
〇
〇
K
に
は
’
は
る
か
に
及
一
し
て
不
作
の
一
因
と
な
つ
て
い
る
。
な

期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
耕

作
組
合
当
局
の
調
査
で
は

ば
な
い
、
と
の
原
因
に
つ
い
て
組
合
当

局
で
は
次
の
よ
う
に
語
つ
て
い
る
。

に
よ
く
な
つ
た
炉
量
目
が
低
下
し
た
e
l
茶
の
輸
出
不
振
に
よ
つ
て
、
町
の
製

町
内
で
も
反
当
一
一
三
〇
1
二
五
〇
K
を
茶
事
業
に
対
し
て
t
批
判
の
声
を
耳
に

あ
げ
て
い
る
人
も
い
る
か
ら
、
肥
料
設

計
と
く
に
堆
肥
の
質
量
’
な
ど
耕
作
技

術
に
も
欠
か
ん
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
、
ま
た
一
部
に
は
セ
ン
虫
病
が
発
生

m
s
に
餐
ず
’
牧
納
代
言
蓋
と
し
て
は
相
当
の
豊
産
が
見
．
牧
餐
θ
八
1
O
O
万
乃
至
、
〈
1
1
．

豪
ぱ
羅
貞
五
〇
四
入
、
三

一九
町
二
九
畝
で
’
総
量
目
約
二
三
万
K

．．…　白・．ny－一．・“・・…　’°．・．・・．．’｝t’一，・．

茶業の將來

致
し
ま
す
が
、
こ
乙
で

も
う
I
度
検
討
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
．

防
災

町
が
茶
を
奨
励
し
た
薦

一
の
目
的
は
、
防
災
営

農
を
目
ざ
し
た
も
の
で

の
多
い
本
町
の
畑
作
か
ら
し
て
，
土
壌

の
流
失
を
防
止
す
る
事
が
目
的
で
、
町

も
稲
当
の
資
本
を
投
く
し
描
進
し
て
来

た
亭
を
充
分
理
解
し
て
蔵
き
た
い
と
思

い
ま
す
．

重

点

主

義

籠
貿
鰭
篭
く
醒
馴
蘇
竃
羅
篭
蓼
も
の
と
み
ら
れ
言
舞
竃
藻
竃

■
■
ヨ
目
I
M
I
”
U
M
”
”
…
3
碧
ヨ
田
ー
∋
昌
ロ
i
≡
一
一
u
l
s
t
m
ヨ
t
m
r
n
星
l
t
t
t
m
f
l
t
r
m
t
r
己
冒
n
m
p
t
m
a
t
t
t
p
t
t
l
l
l
N
l
t
t
t
目
巳
F
m
n
N
t
一
t
m
t
u
t
1
1
”
n
l
M
I
S
t
m
t
t
t
t
m
t
l
一
l
l
t
t

「濤入章」を養殖
大根占漁協で初めての試み

大
根
占
町
漁
業
協

同
組
合
で
は
、
九

月
四
日
、
鹿
児
島

大
学
教
授
理
学
博

土
、
田
中
剛
氏
、

県
水
産
部
の
指
導

で

「海
人
草
（
マ

ク
リ
）
」
の
養
殖

を
実
施し
潅
。
，

こ
れ
に
は
動
刀
漁

船
二
隻
、
無
動
力

漁
船
五
隻
と
組
合

員
全
員
が
参
加
し

大
根
占
港
で
右
を

積
み
込
み
、
稽
歯

を
含
ん
だ
海
水
を

石
に
か
け
て
吸
わ

27日＝T21日
　
　
　
　
　
体

験

九
月
ご
十
1
日
か
N
r
九
月

II十
七
日
ま
で
の
、
一
週
間

「食
生
活
改
善
普
及
運
鋤
」

が
’
全
国
で
行
わ
れ
ま
す
が

県
お
よ
び
各
保
健
所
で
は
左

記
に
よ
り
食
改
善
に
対
す
る

食
生

活

改
善
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
発

表

認
識
と
関
心
を
高
め
る
一
助
と
し
て
「

食
生
活
改
善
体
験
発
表
大
会
（
保
健
所

は
予
備
会
）
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

せ
、
養
殖
地
に
投
入
す
る
と
云
う
方
法

で
行
わ
れ
た
。
今
回
は
鹿
屋
市
境
に
近

い
皆
倉
海
岸
に
実
施
さ
れ
た
が
、
間
漁

協
で
は
’
来
年
以
降
も
引
き
つ
“
き
行

う
と
云
つ
て
い
る
。

　
　
会

も
行
わ
る

つ
て
い
ま
す
の
で
t
こ
の
問
題
に
っ
い

て
真
剣
に
取
組
み
t
正
し
い
あ
g
方
の

工
奏
を
し

て
お
ら
れ
る
人
は
振
る
つ
て

ご
8
加
下
さ
S
。

な
お
、
こ
の
蘭
題
に
つ
き
ま
し
て
は
各

部
落
に
お
か
れ
て
は
、
部
落
長
、
婦
人

会
長
、
協
力
協
議
の
上
、
家
庭
主
婦
を

中
心
と
し
た
興
味
あ
る
栄
養
指
導
、
た

と

え
ば
「
主
婦
の
日
」
な
ど
を
設
げ
て

主
婦
を
I
日
開
放
し
栄
饗
に
つ
い
て
の

購
習
、
其
の
他
食
生
活
に
関
儒
あ
る
施

殴
の
見
学
な
N
を
行
い
、
ま
た
身
近
に

で
き
る
時
季
的
な
栄
饗
そ
菜
類
の
栽
培

ま
た
は
家
畜
の
飼
育
な
ど
r
各
家
庭
生

活
、
家
計
等
を
工
夫
し
保
健
体
腎
の
一
向

現
合
花
さ
れ
る
事
が
望
ま
し
い
の
で
あ

り
ま
す
が
、
現
在
の
市
況
で
は
t
農
家

の
期
母
ポ
s
い
相
な
い
事
は
、
申
訳
け

な
S
k
l
M
S
ま
す
が
、
こ
れ
は
第
二
の

間
■
で
、
防
災
茶
口
の
使
命
と
云
う
も

上
を
計
る
よ
う
指
導
し
て
下
さ
い
’

一、
保
健
所
管
内
に
お
け
る
食
生
活
造

善
体
験
発
表
予
備
会

1
、
開
催
期
日

来
る
九
月
上
旬
（
日
時
未
定
）

2
、
主
催
　
　
　
　
　
　
　
一

保
健
所

ご
、
県
に
お
け
る
食
仕
藩
改
督
低
験
奄

表
地
方
大
会

1
、
開
催
期
日
　
　
　
　
　
　
　
，

　
来
る
九
月
U
十
七
H
　
＋
時
L
l
り
十
i

　
二
時
迄
　
　
　
　
　
　
　
　
一

2
、
主
催

　
塵
児
島
県
　
良
哩
旦
ツ
　
　
　
　
　
一

3
、
場
所

　
麗
児
島
市
長
田
町
輌
］
泡
故
艮
会
館

4
、
方
法

　
各
傑
■
序
管
内
に
お
け
る
予
備
会
に

　
お
S
て
そ
れ
ぞ
れ
の
薬
績
を
発
表
せ

　
し
め
、
秘
に
定
め
る
審
査
員
並
び
に

の
を
理
解
し
て
戴
け
ば
’
現
在
迄
、

農
家
の
副
産
物
牧
入
と
し
て
、
果
し
た

役
割
は
大
き
な
も
の
炉
あ
る
と
思
い
ま

す
。　
今
後
も
一
層
防
災
営
農
を
確
立
す
る

意
味
か
ら
も
、
推
進
す
べ
き
も
の
で
r

こ
れ
か
ら
が
防
馨
農
の
価
値
を
発
掃

す
ぺ
き
段
階
に
到
還
し
た
駅
け
で
あ
り

ま
す
の
で
考
え
を
新
に
し
て
’
本
来
の

使
命
を
生
ず
べ
く
、
育
成
に
遡
進
し
て

戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
経
済
課
　
吉
元
記
）

曇
書
昼
き
3
碧
3
目
司
ヨ
I
I
M
t
t
t
t
N
I
M
M
”
l
“
l
l
l
一
”
l
≡
e
l
t
l
t
ヨ
l
t
l
t
M
§
M
t
＝
M
I
t
m

審
責
蓋
頂
に
よ
つ
て
審
査
す
る
。

5
、
峡
は
鰯
l
位
よ
り
第
三
位
に
対
し

　
モ
れ
そ
れ
知
事
貧
を
授
与
す
る
。

備
考
右
の
申
央
大
会
（
厚
生
省
主
催

）
は
十
月
下
旬
の
予
定
で
本
県
の
代
表

派
遣
に
つ
い
て
は
未
定
で
あ
り
ま
す
。

み

ん

な

　
調
↑
蓼
曇
墾
生
の
中
一
霧
轟
馨
淫

で誓
雰
の
必
饗
覇
で
’
こ
の
時
期
に
水
が
歪
ア
ま
曇
ン
カ
の
発
生
も
多
く
な
り
ま

る
．
、
誓
や
結
差
萎
え
る
の
で
、
よ
く
ま
わ
8
す
か
ら
・
適
期
に
隊
し
て
下
さ
s
・

行
、
、
細
水
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

ツ

ベ

ル

洩

れ

な

く

板知告

ク
＝
ン
注
射

　
実
施
月

日

時

　
　
実
施
理
目

九

貝
晶
籔
霧
べ
多
り
喜
§

〃

＋
一
晶
竺
〃

〃〃〃〃〃〃

＋

日
頸
〃
ロ
鵠
醗
警

＋
三

晶

〃
一〃

＋
二
・鶴
繭
欄
タ
リ
、
丘
盲

＋
四

晶

＋
五

晶
＋
七

晶

〃〃〃〃〃

膨襲
霧
雷

㈱ベ

ル
ク

リ
上
蓼
男

ッ騒
欝
宿
・
卿
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

万
〃

　
　
　
〃

一一

欝
〃
　
　　
”
，

　
　
プ，

：；
：
（
JtQ
ま
wp
水
を
か

け
e
s
が
よ
く
充
響
て
ε
裏
し
熔
溜
は
渇
蛋
裏
。
蕩
で

萎
時
期
輩
く
な
ら
な
s
よ
う
に
覆
一
董
三
叫
回

そ
い
も
の
で
す
。
十
月
五
日
以
後
に
な
る
と
尊
い
ま
す
が
t
　
l

l，
X
i
’
g
当
町
で
は
早
過
ぎ
る
よ
う
で
†
か
ら
気
を
つ
け
て
下
｝

さ
・
㌔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

次
に
稗
も
出
穂
す
る
時
期
で
す
．
■
は
田
よ
り
も
発
芽
能
力
一

が
縣
ん
で
、
開
花
一
週
閲
9
こ
危
に
お
ち
る
と
発
芽
す
る
と
り

云
わ
れ
r
ま
た
I
I
O
日
桑
す
る
♪
鹿
落
し
て
翌
年
の
種
子
に

残
る
そ
う
で
す
か
ら
■
亭
は
で
き
ま
せ
ん
。

一

そ
れ
で
な
る
べ
く
早
く
已
と
り
、
咄
や
溝
に
捨
て
な
い
で
篭

一

理
し
ま
す
o

r
稗
は
ワ
ラ
と
笥
じ
よ
う
に
立
派
な
堆
肥
材
料
で
冑
壌
は
堅
罵

一

成
分
も
多
く
、
澄
り
も
早
く
地
力
の
増
強
に
捨
，
寧
亀
、
°
．
・
も

容撒
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約30〔∫

約180

型

襲

科
学
博
覧
会

会

期

十
月

十
日
～
十
1
月
三
十
日

会

場
　
鹿
児
島
市
鴨
池
遊
園
地
一
●

　
　
　
（
動
物
園
も
含
む
）
一
ワ
五
千
坪

主

僧

禦
繋
融騰
罐
三
諮
醗
蛤
．
県
讃
蓬

入
場
料

　
前
賓
　
大
人
　
一
〇
〇
円
（
抽
せ
ん
券
付
い

　
　
　　　
〃
　
　
小
人
　
　
七
〇
円
（
〃
）

　
　
　　　
当
日
　
大
人
　
＝
二
〇
円
窩
校
生
以
．
∴

　
　
　　　
〃

　
小
人
　
五
〇
円
（
塞
生
以
ド
．
亘
右
畜

9月の農作業
　農業改良普及事務所

す
．
猷
肋
療
・
♂
舷

輪
総3

異
’
．
ほ
、
蒼
｛

樋→竃
竺

Q冤
嵩
る
と

し
て
，
九
月
の
1

カ
月
間
に
そ
の
三

割
五
分
の
一
＝
○

匁
も
太
つ
て
い
ま

す
の
で
、
九
弓
は

「い
i
v
　
！

の
を
腎
ξ
．
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ぱ

な
り
ま
せ
ん
．
　
「
ア
ル
五
し
」
は
最
も

い
け
ま
せ
ん
．

圏
　
一
票挙
作
こ
串
し
ま
す
。

’

ザ
窮

下
③
が
ら
干
月
初
め
に
か
け
て
播

M
期
で
す
。
よ
い
苗
を
作
っ
て
増
方

し
て
下
さ
い
。
品
種
は
農
林
一
コ
弓
に

定
め寧
の
精
選
や
、
消
毒
ケ
ぴ
守
宥

行
し
て
、
恐
ろ
し
い
「
薦
甚
興
」
を
門

除
し
て
下
さ
い
。

作付体系
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角型
A

。
一
。

　　　　　警

陸稲早期栽培の二後作

笥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器
鵬
す

・

ち
．
斎
ば
は
翰
か
れ
ま
す
場
所
は
各
が
学
校
で
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纏
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琉
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ド
L
p
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芦
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